
小谷 翔太 議員

談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
宿
毛
警
察

署
や
こ
う
ち
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

等
と
連
携
し
、
相
談
支
援
を
行
え

る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

　
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
名
誉

市
民
で
も
あ
る
故
岡
村
勲
弁
護
士

が
長
年
に
わ
た
り
ご
尽
力
さ
れ
、

大
き
な
ご
功
績
を
残
さ
れ
て
い
る
。

　
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
が
、

安
心
し
て
支
援
を
受
け
、
被
害
の

軽
減
及
び
回
復
な
ど
、
そ
し
て
２

次
被
害
の
防
止
等
を
図
る
た
め
、

条
例
の
制
定
は
必
要
で
あ
り
、
令

和
８
年
度
か
ら
の
施
行
に
向
け
て

現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

A
　
学
校
現
場
の
対
応
に
つ
い
て

問
う
。

B
　
欠
席
が
多
く
な
り
が
ち
な
児

童
生
徒
を
早
期
に
把
握
し
、
家
庭

へ
の
訪
問
に
つ
い
て
了
承
を
頂
い

た
う
え
で
、
担
任
や
支
援
員
等
が

訪
問
し
、
家
庭
学
習
を
行
う
等
、

学
校
と
の
つ
な
が
り
を
切
ら
さ
な

い
よ
う
に
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
に
よ
る
専
門

的
な
支
援
体
制
を
強
化
す
る
と
と

も
に
関
係
機
関
が
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

A
　
大
人
の
引
き
こ
も
り
対
応
に

つ
い
て
問
う
。

B
　
ひ
き
こ
も
り
の
背
景
に
は
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
や
生
活

困
窮
、
就
学
や
就
労
上
の
つ
ま
ず

き
な
ど
の
要
因
が
あ
り
、
全
体
像

を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

令
和
６
年
度
中
に
新
た
に
受
け
た

相
談
件
数
は
５
件
で
、
現
在
把
握

し
て
い
る
総
数
は
３８
名
と
な
っ
て

い
る
。

　
本
人
や
家
族
の
意
向
を
尊
重
し

な
が
ら
、
保
健
師
に
よ
る
相
談
対

応
や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
継
続

的
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

A
　
高
齢
者
の
現
状
と
支
援
を
問

う
。

B
　
外
出
の
状
況
調
査
で
は
、
ほ

と
ん
ど
外
出
し
な
い
・
週
一
回
外

出
と
の
回
答
が
２２
・
８
％
、
年
齢

区
分
で
８５
才
以
上
で
は
５０
％
と
な
っ

て
い
る
。
健
康
診
査
の
実
施
や
結

果
を
基
に
生
活
習
慣
の
中
に
栄
養
、

口
腔
、
運
動
習
慣
を
取
り
入
れ
る

よ
う
、
情
報
提
供
や
啓
発
を
行
っ

て
い
る
。

A
　
広
範
囲
支
援
の
実
施
や
声
の

拾
い
上
げ
を
問
う
。

B
　
閣
議
決
定
の
交
付
金
配
分
額

は
不
明
だ
が
約
２
億
６
５
０
０
万

円
を
見
込
み
、
地
域
振
興
券
事
業

を
想
定
し
て
い
る
。
商
工
会
議
所

等
と
情
報
交
換
を
行
い
、
事
業
者

の
声
を
施
策
に
反
映
し
て
い
く
。

A
　
補
助
金
創
設
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
ふ
る
さ
と
納
税
３
・
０
は
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
募
っ

た
寄
附
金
を
財
源
に
地
域
企
業
の

設
備
投
資
等
を
直
接
支
援
す
る
仕

組
み
だ
。
来
年
度
の
実
施
を
目
指

し
て
他
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に

精
査
を
進
め
て
い
る
。

A
　
目
標
額
に
未
達
の
場
合
や
支

援
ニ
ー
ズ
に
差
が
あ
る
場
合
の
対

応
を
問
う
。

B
　
事
業
規
模
を
縮
小
し
て
の
実

施
な
ど
を
検
討
す
る
。
補
助
率
を

一
律
に
設
定
す
る
こ
と
で
制
度
の

公
平
性
と
透
明
性
を
確
保
し
、
手

続
き
の
簡
素
化
や
経
費
範
囲
の
柔

軟
な
設
定
な
ど
寄
り
添
っ
た
支
援

を
導
入
す
る
。

A
　
地
域
課
題
解
決
に
特
化
し
た

重
点
テ
ー
マ
の
設
定
に
つ
い
て
問

う
。

B
　
要
綱
に
地
域
経
済
の
活
性
化

や
地
場
産
業
の
振
興
な
ど
を
要
件

と
し
て
規
定
す
る
想
定
で
あ
る
。

A
　
影
響
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
適
切
な
価
格
転
嫁
や
交
渉
、

生
産
性
向
上
が
不
可
欠
だ
が
市
内

事
業
者
の
多
く
が
急
激
な
賃
金
上

昇
へ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

A
　
価
格
交
渉
や
取
引
適
正
化
の

支
援
・
啓
発
活
動
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
ま
ず
は
専
門
家
が
課
題
解
決

ま
で
伴
走
す
る
高
知
県
よ
ろ
ず
支

援
拠
点
の
紹
介
を
行
う
。
ま
た
商

工
会
議
所
で
も
価
格
転
嫁
に
関
す

る
講
演
会
や
冊
子
の
配
布
な
ど
支

援
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

A
　
事
業
者
支
援
の
多
角
的
か
つ

包
括
的
な
体
制
に
つ
い
て
考
え
を

問
う
。

B
　
実
態
に
即
し
た
支
援
に
は
商

工
会
議
所
、
関
係
機
関
の
相
互
連

携
が
不
可
欠
だ
。
個
別
状
況
に
応

じ
た
連
携
だ
っ
た
が
、
今
後
は
関

係
各
所
と
課
題
を
共
有
し
、
支
援

効
果
を
最
大
化
で
き
る
体
制
構
築

を
模
索
し
て
い
く
。

A
　
随
意
契
約
の
件
数
に
つ
い
て

問
う
。

B
　
令
和
６
年
度
の
工
事
発
注
の

う
ち
随
意
契
約
は
１９
件
で
、
す
べ

て
特
定
の
業
者
を
指
名
す
る
特
命

随
意
契
約
で
あ
り
、
専
門
性
等
に

よ
り
競
争
に
適
さ
な
い
も
の
が
１２

件
、
災
害
等
緊
急
発
注
４
件
、
入

札
不
調
等
に
よ
る
契
約
３
件
と
な
っ

て
い
る
。

ひ
き
こ
も
り
対
策
に
つ

い
て

中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
支
援
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
3
・
0

に
つ
い
て

最
低
賃
金
引
上
げ
に
つ

い
て

随
意
契
約
に
つ
い
て


